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現
在
、
小
誌
連
載
中
の
「
応
急
処
置
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

THE M
OVIE

（
監
修

：

玉
川
進
）」
に
て
、
動
画
編

集
を
担
当
さ
れ
て
い
る
原
口
良
介
さ
ん
。「
応
急
処

置
の
方
法
が
わ
か
り
や
す
い
」「
動
画
が
と
て
も
参

考
に
な
る
！
」
と
い
う
声
が
、
数
多
く
編
集
部
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
原
口
さ
ん
に
、
応
急

処
置
に
つ
い
て
養
護
教
諭
が
押
さ
え
て
お
き
た
い
基

本
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
は
じ
め
、
連
載
へ
の
思
い
や
養

護
教
諭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

取
材
・
構
成
：
ひ
だ
い
ま
す
み
（
ス
タ
ジ
オ
・
ペ
ン
ネ
）

応
急
処
置
の

ポ
イ
ン
ト
を

コ
ン
パ
ク
ト
に

わ
か
り
や
す
く

伝
え
た
い

応急処置アップデート

THE MOVIE 動画編集

原口良介さんインタビュー

原口良介（はらぐち・りょうすけ）
唐津市消防本部消防署救急第一係消
防士長。平成 21 年４月消防士拝命。
令和元年７月救急士運用。趣味はカ
メラ、動画編集。
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動画で情報発信をしたきっかけ

――ふだんは、救急救命士として
活動されているのですね。
原口良介（以下、原口）はい、私
は消防士です。消防士の仕事は、
火事よりも救急での出動件数が圧
倒的に多いのです。そうして救急
の現場に何度も携わるうちに、そ
の分野のプロフェッショナルにな
りたいと思うようになり、救急救
命士の資格を取りました。ですか
ら、ふだんは消防署に勤務しており、
救急車に乗って病気やケガを負っ
た人を救急・治療に最適な病院へ
とすみやかに搬送するのが仕事で
す。もちろん、消防署職員として、
消火器を調べる業務や来署される
方への対応もしますし、日頃から
火を消す訓練や救急の訓練も行っ
ています。
――動画での情報発信に取り組ま
れたきっかけは？
原口　消防関係の専門雑誌を通じ
て、玉川進先生（「応急処置アッ
プデートTHE MOVIE（監修者）」

と出会いました。「趣味はカメラ、
動画編集」という私のプロフィー
ルが玉川先生の目に留まったのが、
今の連載のきっかけです。もとも
と動画編集には興味がありました
が、配信するのは、初めてでした。
――初めてとは思えないほどクオ
リティが高いと評判です。ふだん
から、「こんなふうに動画を作っ
たら、わかりやすいのでは？」と
いう思いがあったのでは？
原口　救急救命の講習会などで心
配蘇生法やAEDの使い方などを人
前で話す機会もありますが、その
他の応急処置については話す機会
はあまりありません。動画なら、
幅広い人に見てもらえるので、大
切な情報を伝えられるという思い
はありました。
――養護教諭から、コンパクトで
わかりやすい動画が参考になると
いう声が多く寄せられています。
原口　うれしいですね。私としては、
もっと時間をかけた動画も配信し
たい気持ちはあるのですが、今は
１分以内という形で配信していま

す。現在、動画を見る人は、パソ
コンではなくスマートフォンを使
うケースが多いと思います。１分
間にまとめた動画なら、空いた時
間にパパッと見て復習することに
も役立つでしょうし、いざケガが
発生して、頭が真っ白になってし
まった場合でも、すぐに見られます。
――動画づくりの作業は大変で
は？
原口　同僚のお子さんに協力して
もらっていますが、その子たちの
集中力次第という場合もあります
ね（笑）。撮影は30分から１時間、
編集作業も含めて、動画が仕上が
るまで、だいたい一日です。
――周りの反響は？
原口　最近は、「うちの署でも動
画を作れないだろうか」という相
談やお問い合わせをいただくこと
もあります。今後、救急救命士と
して伝えたいことをもっと発信し
ていきたいと思っています。

救急救命士と養護教諭の

意外な共通点

――119番で呼ばれて学校に行く
ケースは？
原口　熱中症で複数人の患者さん
が出たときや、体育の時間のケガ
などで学校に向かったことがあり
ます。
――学校の対応はいかがですか？
原口　養護教諭だけでなく、多く
の先生方に対応していただいて助
かっています。学校から保護者へ
の連絡がすばやく入っていて、救
急車が到着する前にすでに保護者
の方がいらっしゃる場合もありま
す。子どもの場合、病院で治療す

Interview 原口良介×『健康教室』

る際には保護者の承諾が必要です
から、学校側のすばやい対応は助
かります。
――学校としては、119番で救急
車を呼ぶことに迷うケースもある
と聞きます。そうした場合、どう
したらいいのでしょう？
原口　昨今、救急車の過剰呼び出
しが問題になっていますが、私個
人としては、迷ったときは、でき
るだけ119番していただきたいと考
えています。迷わないケースなら、
養護教諭の先生方がしっかりと状
況を見極めて対応していただいて
いるはずです。実際、我々より養
護教諭のほうが医療の知識は豊富
だと感じていますし、みなさん、
実にしっかりと勉強し、必要な行
動をしていらっしゃいます。そも
そも、私たちも養護教諭も、「子
どもを救いたい」という気持ちを
持った「仲間」ですから、ぜひ協
力し合いたいと思っています。
――しかし、大きなケガや事故では、
救急処置について、不安に感じる
養護教諭も多くいます。
原口　それは、養護教諭が学校で
唯一の専門職だからだと思います。
一人で重責を負うのは孤独だし、
プレッシャーがかかりますよね。
実は、私も３人のチームで唯一の
救急救命士という場合も多々ある
ので、その気持ちはよくわかります。
救急車には、救急救命士が１人以
上乗ることが望ましいとされ、資
格を持つ複数のスタッフが乗り合
わせることもありますが、たいて
い救急救命士はチームに一人です。
――プレッシャーを克服するには？
原口　資格や年齢を問わず、チー
ム内ではお互いに「大丈夫か？」

と声をかけ、それぞれに思ったこ
とや感じたことを口に出すように
しています。ときには「今日のこ
の対応はマズかったかな」「ああ
したほうがよかったかも…」とい
う愚痴や反省も、素直にぶつけ合
います。養護教諭の皆さんも、そ
うした話ができる場があるといい
なと思います。
――よい仕事をするには、コミュ
ニケーションは欠かせないという
ことですね。
原口　どんな仕事でも、円滑なコ
ミュニケーションは欠かせないと
思います。消防士や救急救命士の
仕事はある意味で体力勝負とも言
えますが、ベテランにはベテラン
なりの豊富な経験や培ってきた技
術があったり、優れたコミュニケー
ション力を生かしてどうしてケガ
が起きたのかなどの情報を、会話
から上手に聞き取ったりする人も
います。若手もベテランも、お互

いに刺激しあえるといいと思います。

養護教諭への応援メッセージ

――連載を通じて、読者に伝えた
いことは？
原口　出来るだけわかりやすいよ
うに、動画をまとめていきたいと
思います。さらに、もっと詳しい
情報を満載した長めの動画も発信
していきたいです。そうした情報が、
皆さんの役に立てればうれしいです。
――養護教諭にメッセージをお願
いします。
原口　養護教諭は、学校で唯一の
医療的な知識も備えた専門職とし
て、重い責任を感じる人も多いよ
うです。だからこそ、SOSは必要
です。繰り返しになりますが、迷っ
たときは119番してください。「子
どもの命を守りたい」という養護
教諭と思いを同じくする我々の仲
間がすぐに駆け付けます！


